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議
員　

鹿
行
地
域
の
医
師
確
保
や
救
急

医
療
体
制
の
充
実
・
強
化
に
向
け
た
今

後
の
取
り
組
み
は
。

保
健
福
祉
部
長　

九
月
に
神
栖
済
生
会

病
院
の
整
形
外
科
を
「
最
優
先
で
医
師

確
保
に
取
り
組
む
医
療
機
関
・
診
療
科
」

に
選
定
し
た
。
今
後
二
年
以
内
の
医
師

確
保
を
目
指
す
。
ま
た
、
来
年
七
月
か

ら
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

補
完
運
航
を
開
始
す
る
。
加
え
て
、
遠

隔
医
療
の
さ
ら
な
る
活
用
を
検
討
す
る
。

（
ほ
か
に
、
安

全
・
安
心
な
通

学
路
整
備
、
論

理
的
思
考
力
を

育
む
基
盤
と
し

て
の
国
語
教
育

の
推
進
な
ど
も

質
問
）

議
員　

つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー

ド
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト

※
の
認
定
を
目
指
す
と
と
も
に
、
茨
城

空
港
か
ら
の
路
面
標
示
な
ど
を
整
備
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

国
の
認
定
要
件
に
合
致
す
る
よ

う
、
県
版
自
転
車
活
用
推
進
計
画
に
位

置
付
け
て
い
く
。
ま
た
、
茨
城
空
港
か

ら
は
約
五
キロ
の
立
地
環
境
に
あ
る
の
で
、

国
内
外
か
ら
の
客
が
安
全
で
快
適
に
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る

よ
う
、
標
識
な
ど
の
早
期
整
備
を
進
め

て
い
く
。

議
員　

鹿
行
地
域
は
、
新
た
な
県
総
合

計
画
で
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
予
想
さ

れ
、
地
域
産
業
の
衰
退
な
ど
が
懸
念
さ

れ
る
。
一
方
、
農
業
、
観
光
、
産
業
集

積
な
ど
の
地
域
資
源
が
あ
り
、
発
展
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
。
将
来
像
を
ど
う

描
き
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
産
業

基
盤
が
整
備
さ
れ
、
観
光
な
ど
で
交
流

が
活
発
と
な
っ
た
姿
を
描
い
て
い
る
。

そ
の
実
現
の
た
め
、
儲
か
る
農
業
、
工

業
の
競
争
力
強
化
、
観
光
や
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
交
流
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

現
状
、
県
北
山
間
部
に
お
け
る

所
得
の
低
さ
が
際
立
つ
中
、
新
た
な
県

総
合
計
画
に
掲
げ
る
数
値
目
標
の
達
成

に
向
け
、
こ
の
地
域
の
所
得
向
上
に
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

所
得
の
向
上
に
は
、
各
地
域
の

創
意
工
夫
と
強
み
を
生
か
し
た
産
業
振

興
が
重
要
で
あ
る
。
県
北
山
間
地
域
で

は
、
枝
物
の
産
地
化
な
ど
に
よ
る
農
林

業
の
成
長
産
業
化
、
戦
略
的
な
企
業
誘

致
、
多
様
な
地
域
資
源
を
生
か
し
た
広

域
観
光
な
ど
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
経
済
の
成
長
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
み
、

大
幅
な
増
収
が
見
込
め
な
い
中
、
イ
ン

フ
ラ
の
再
整
備
や
地
域
活
性
化
の
た
め

の
事
業
な
ど
必
要
な
経
費
は
増
加
が
見

込
ま
れ
る
。
県
財
政
の
健
全
化
に
向
け

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

総
務
部
長　

将
来
世
代
の
受
益
に
つ
な

が
る
事
業
に
挑
戦
し
て
い
く
た
め
、
施

策
の
「
選
択
と
集
中
」
の
徹
底
な
ど
、

戦
略
的
に
予
算
編
成
を
進
め
る
。
ま
た
、

幅
広
い
手
法
で
財
源
確
保
を
図
る
ほ
か
、

主
要
な
財
政
指
標
に
つ
い
て
目
標
を
定

め
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

議
員　

県
内
十
一
の
地
域
区
分
が
新
設

さ
れ
、
県
北
は
臨
海
部
と
山
間
部
に
分

け
ら
れ
る
が
、
い
か
に
連
携
さ
せ
て
振

興
を
図
る
の
か
。
他
の
地
域
区
分
の
活

力
や
魅
力
を
ど
う
波
及
さ
せ
る
の
か
。

知
事　

農
林
畜
産
物
の
国
内
外
へ
の
販

路
拡
大
、
つ
く
ば
や
東
海
に
集
積
す
る

研
究
機
関
な
ど
か
ら
の
技
術
移
転
、
旅

行
会
社
へ
の
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
造

成
の
働
き
掛
け
な
ど
、
地
域
の
枠
を
越

え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
企
業

誘
致
や
産
業
・
観
光
の
振
興
、
移
住
・

二
地
域
居
住
の
推
進
な
ど
に
努
め
る
。

議
員　

大
規
模
災
害
団
員
※
の
導
入
に

向
け
、
市
町
村
へ
の
早
急
な
働
き
掛
け

が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

防
災
・
危
機
管
理
部
長　

早
期
に
全
県

で
普
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
市
町
村
に
対
し
、
消
防
職
員
や
消

防
団
員
の
Ｏ
Ｂ
の
ほ
か
、
自
主
防
災
組

織
構
成
員
に
参
加
を
呼
び
掛
け
る
こ
と

な
ど
、
具
体
的
な
確
保
策
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
、
積
極
的

な
導
入
を
支
援

し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
農

産
物
の
Ｇ
Ａ
Ｐ

※
の
推
進
、
高

齢
者
に
よ
る
交

通
事
故
対
策
な

ど
も
質
問
）

議
員　

霞
ヶ
浦
・
北
浦
の
水
産
業
は
、

東
日
本
大
震
災
の
被
害
な
ど
に
よ
り
漁

獲
量
が
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。
そ
の
風

評
被
害
も
落
ち
着
き
つ
つ
あ
る
現
在
、

ど
の
よ
う
に
霞
ヶ
浦
・
北
浦
の
水
産
業

振
興
に
取
り
組
む
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

業
界
団
体
と
連
携
し
、

資
源
管
理
型
漁
業
、
水
生
植
物
帯
の
造

成
な
ど
魚
介
類
の
す
み
や
す
い
湖
づ
く

り
、
水
産
物
フ
ェ
ア
開
催
な
ど
流
通
販

売
対
策
、
漁
業
者
組
織
支
援
な
ど
担
い

手
の
育
成
、
新

技
術
開
発
を
推

進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
土

地
改
良
事
業
の

推
進
、
地
域
医

療
の
充
実
な
ど

も
質
問
）

議
員　

国
産
漆
の
需
給
が
逼
迫
し
て
い

る
。
成
長
が
速
い
苗
木
の
生
産
や
病
害

防
除
へ
の
対
応
、
漆
掻
き
職
人
の
育
成
、

植
栽
に
向
け
た
山
林
確
保
な
ど
、
県
北

漆
の
生
産
振
興
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

苗
木
や
資
機
材
購
入

経
費
へ
の
補
助
に
よ
り
三
年
間
で
約
七

千
二
百
本
の
植
栽
を
支
援
し
た
ほ
か
、

漆
掻
き
職
人
の
育
成
を
進
め
て
い
る
。

加
え
て
、
山
林
で
の
育
成
方
法
の
研
究

や
病
害
防
除
の
指
導
な
ど
に
よ
り
、
県

北
漆
の
生
産
振

興
を
図
っ
て
い

く
。

（
ほ
か
に
、
種

子
法
の
廃
止
、

山
方
地
区
諸
沢

の
道
路
行
政
な

ど
も
質
問
）

議
員　

来
年
度
か
ら
幼
児
教
育
の
無
償

化
が
始
ま
る
が
、
待
機
児
童
も
解
消
さ

れ
て
お
ら
ず
、
早
計
で
あ
る
と
感
じ
て

い
る
。
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
、
特

に
問
題
と
な
っ
て
い
る
保
育
士
確
保
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
福
祉
担
当
部
長　

保
育
人

材
バ
ン
ク
に
よ
る
復
職
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
負
担
軽
減
の
た
め
の
加
配
、

補
助
な
ど
に
よ
り
保
育
士
が
長
く
働
き

続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
促
進
す
る
。

（
ほ
か
に
、
犬

猫
殺
処
分
ゼ
ロ

に
向
け
た
取
り

組
み
、
全
国
学

力
・
学
習
状
況

調
査
の
在
り
方

な
ど
も
質
問
）

議
員　

地
域
を
支
え
、
技
術
や
技
能
の

継
承
を
担
う
「
人
財
」
を
県
立
高
校
で

ど
の
よ
う
に
育
成
し
て
い
く
の
か
。
ま

た
、
来
年
設
置
さ
れ
る
医
学
コ
ー
ス
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

学
校
が
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
捉

え
て
取
り
組
ん
で
い
る
先
進
的
な
事
例

や
、
医
学
コ
ー
ス
で
大
学
や
病
院
と
連

携
し
た
体
験
学
習
な
ど
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
貢
献
す
る

高
い
志
を
持
ち
、
地
域
を
支
え
る
「
人

財
」
の
育
成
に

努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
災

害
に
強
い
県
土

づ
く
り
、福
祉
・

介
護
の
人
材
確

保
な
ど
も
質

問
）

鈴木　定幸 議員
いばらき自民党
常陸大宮市選出 

一括方式

川口　政弥 議員
自民県政クラブ
取 手 市 選 出

一括方式

齋藤　英彰 議員
県民フォーラム
日 立 市 選 出

一括方式

一
人
当
た
り
県
民
所
得
目
標
達
成
に

向
け
た
取
り
組
み

県
財
政
の
健
全
化

新
た
な
県
総
合
計
画
に
基
づ
く

県
北
地
域
の
振
興

島田　幸三 議員
いばらき自民党
小 美 玉 市 選 出 

一括方式

横山　忠市 議員
いばらき自民党
行 方 市 選 出  

一括方式

大
規
模
災
害
団
員
の
導
入

鹿
行
地
域
の
医
師
の
確
保
と

救
急
医
療
体
制
の
充
実
・
強
化

霞
ヶ
浦
・
北
浦
の
水
産
業
の
振
興

県
北
漆
の
生
産
者
支
援

幼
児
教
育
の
無
償
化
に
向
け
た

待
機
児
童
対
策

次
世
代
を
担
う
「
人
財
」
の
育
成

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
生
か
し
た

観
光
誘
客

鹿
行
地
域
の
将
来
像

議
員　

鹿
島
地
域
が
活
力
を
失
わ
ず
に

存
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
核

で
あ
る
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
の
競
争
力

強
化
や
鹿
島
港
の
さ
ら
な
る
発
展
が
重

要
と
考
え
る
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

本
県
経
済
を
支
え
る
当
工
業
地

帯
の
競
争
力
強
化
に
向
け
て
、
立
地
企

業
と
も
連
携
し
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど

の
活
用
に
よ
る
生
産
管
理
体
制
の
高
度

化
な
ど
に
取
り
組
む
。
鹿
島
港
に
つ
い

て
は
、
地
元
と
連
携
し
て
貨
物
の
増
加

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
整

備
を
国
に
強
く
働
き
掛
け
て
い
く
。

田口　伸一 議員
いばらき自民党
鹿 嶋 市 選 出  

分割方式

鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
の
将
来
像

つくば霞ヶ浦りんりんロードの
空の玄関口である茨城空港

さらなる発展が期待される鹿島港

わかさぎ漁解禁日の様子

県北漆の増産に向けた支援を

幼児教育無償化に向け課題
解決を

日立市内で実施されている
高校生の企業実習の様子

ことば ※【ナショナルサイクルルート】…日本を代表し、世界に誇るサイクリングルートとして、国内外への情報発信などを強力に展開しようとする制度。
※【大規模災害団員】…大規模災害時に新たに業務が発生したり、通常の基本団員だけでは人手不足となる場合に限り出動する消防団員。
※【ＧＡＰ】…農業において、食品安全、環境保全などを確保するための生産工程管理の取り組み。




